
 

ますます深刻化するマイクロプラスチックによる海洋汚染の現状と、 

私たちが日常生活の中で出来ることを考えます。 

９月１日（土） 午後２時～４時 

場所：環境活動推進センター ３階 講座室 
※杉並区高井戸東 3-7-4（京王井の頭線/関東バス 高井戸駅から徒歩 2分） 

講 師：東京農工大学 農学部 環境資源科学科 教授 

企画・運営 ： NPO 法人すぎなみ環境ネットワーク（ ＨＰ ⇒ http://www.ecosuginet.jp ） 

 託児あり 

2 歳～就学前、定員あり 

託児保険料 100 円 

※託児の申込みは、 

8/25 まで 

対象：区内在住、在勤、在学の方 

定員：３０名（申込順） 

費用：無料 

申込み：電話で、８/２から受付 

※長寿応援対象事業 
（75歳以上 1ポイント） 

～プロフィール～ 

1998年からプラスチックと環境ホルモンの研究を開始し、2005年以来 International Pellet 

Watchを主宰。2012年から、国連の海洋汚染専門家会議（GESAMP）のワーキンググループ

のメンバーとして、海洋プラスチック汚染の評価を行っている。  

主な著書：『環境汚染科学』（丸善出版）、『環境ホルモンの最新動向』（ブックレビュー

社）など。 

受 賞：海洋学会岡田賞、水環境学会論文賞、海洋立国推進功労者表彰（内閣総理大臣賞） 

など多数。 

平成 30年 

高田 秀重（Takada Hideshige）氏 


